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　受賞作品「HARVEST」は、2022年に開催された個展で初めて発表されたものです。この作品は、渡辺さんが約一年半
に渡り、友人であるアメリカ人養蜂家、エリック・ボシックの蜂蜜採取からミード（蜂蜜酒）の製造まで、一連の仕事を記録
しています。
　エリック・ボシックとの出会いは、渡辺さんにとって非常に貴重な体験であり、この作品はそのハーヴェスト（収穫）から、
生命の神秘と食文化の密接な関わりを表現しています。

　渡辺さんは受賞について『ロンドンを代表する国際的な写真賞に評価していただき大変光栄です。LONDON  PHO -
TOGRAPHY  AWARDSに心から感謝いたします。そして、この作品の被写体であり友人の養蜂家、エリック・ボシックに心
から感謝の意を表します。これからも自分を支えてくれている家族、友人、先生、周りの方々への感謝の気持ちを忘れず、
写真制作に精進していきたいと思います。』と話します。

■受賞作品「HARVEST」

　東京工芸大学(学長：吉野弘章、所在地：東京都中野区、以下本学)芸術学部写真学科卒
業生で写真家の渡辺一城さんが、LONDON PHOTOGRAPHY AWARDS2023のFINE  ART  
PHOTOGRAPHY部門において最高賞である「CATEGORY  W INNER  OF  THE  YEAR」を
受賞しました。また、他4部門にて優秀賞「PLAT INUM WINNER」を受賞しました。

2023 .05 .19

LONDON  PHOTOGRAPHY  AWARDSで
東京工芸大学卒業生の写真家・渡辺一城さんが

部門最高賞を受賞
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■「LONDON PHOTOGRAPHY  AWARDS（ロンドン写真賞）」とは
　ロンドンを拠点とする国際的な写真コンテストおよび賞です。コンテストは年に一度開催され、様々なカテゴリー
　にわたる写真作品が審査されます。 
　【LONDON PHOTOGRAPHY  AWARDS  URL】https : / / londonphotographyawards . com/
　【受賞作品「HARVEST」紹介URL】https : / / londonphotographyawards . com/winner - in fo .php? id=3097

■渡辺一城（わたなべ　かずき）
　1978年新潟県燕市生まれ。高校3年の時にヘルムート・ニュートンの写真集に衝撃を受け、写真家を志す。
　1998年、東京工芸大学芸術学部写真学科に入学。大学1年の時に、(有)臼井農産の豚に出会い撮り始め、以後ラ
　イフワークとなる。大学4年の時に、フォトグラファーの廣崎節雄氏に師事。その後約6年に渡り、氏の建築撮影の
　アシスタント業務に携わる。2002年大学卒業。
　2010年、写真家の本城直季、牧野智晃、栗原論らとの共同写真事務所、4×5 SHI  NO 
　GOを設立。2013年、B GALLERY (新宿/BEAMS  JAPAN)にて個展「豚」を開催、同作
　品の写真集「人」を出版（発行：4×5 SH I  NO  GO）。2014年、故郷の燕市産業史料館
　にて「豚」の凱旋個展を開催。2016年、燕市の伝統工芸である「鎚起銅器」の図録撮影
　を手掛け、同年9月、燕市産業史料館にて個展「鎚起銅器」を開催。
　現在、東京を拠点に広告、雑誌、ウェブ等の撮影をする一方で、自身の作品制作を同時
　進行で行っている。
　座右の銘は「写真とは一期一会の写心なり」－大学恩師、細江英公教授からのメッセージ。
　【URL】https://www.kazukiwatanave.com/

　2023年に創立100周年を迎えた東京工芸大学は、前身である小西寫眞専門学校の時代から、日本の写真教育の先駆的
な存在として、多くの人材を世に送り出してきました。写真には、カメラやレンズといった工学的な要素と、テーマや表現と
いうような芸術的な要素があり、本学では、テクノロジーとアートの両方の要素に重きを置いた教育を創立当初から行っています。
　本学は、今後も最先端のテクノロジーとアートの融合を教育の軸として、世界をリードする多彩な人材を輩出し続けるよう
一層努力してまいります。


